
かながわ人生100歳時代ネットワーク

「この指とまれプロジェクト」
「子育て支援両立支援研修
家族シミュレーション」



• 4/18 オイレス工業様会議室/午前の部25名/午後の部31名
• 4/20 オイレス工業様会議室/午前の部32名/オンライン午後の部 23名
• 5/13 ３回ともオンラインにて 午前の部22名/午後１部22名/午後第２部26名
• アンケートのご意見（オイレス工業様より共有いただいたものから/配慮への気づき）
• 各個人の置かれている環境が異なるので、同じような環境に置かれていない人が理解するには、社員全員への研修が必要だと思う
• 男性の育児休暇の取得日数が少なすぎ。しかも取るタイミングが自分都合のことが多い。ママが一番つらい時期、大変な時を理解する
べき。育児休暇を取ったということだけで満足しないで欲しい

• 自分自身が家族をもっていないので、あまり当事者意識をもって考える事は無かった。
→同僚の子育ての状況を知って、相手の立場を考える。と考えが変わった。

• 仕事が大変になることを分かった上で、自分都合により結婚、子育てを選択しているので、両立するよう本人が努力するのが当たり前
と考えていた。

①実施事業の概要：子育て支援両立研修 家族シミュレーション
②マッチング団体：オイレス工業様 参加者募集、会場提供、備品、機材などのご提供をいただきました



〇神奈川県 基金２１ ボランタリー活動補助事業（平成３０年度〜令和２年度）
コロナ禍となり対面研修が難しくなったなかで、オンライン向けのコンテンツを作成していた。

〇オイレス工業様から企業研修としてお声がけいただき、県内企業へ初の本格的実施として還元。

〇参加者合計１８１名の方々は海外からの参加者も！

〇オンラインツールを活用した遠隔地でのワークショップ形式での研修開催を実現。

アンケートからは、＜男性の育児休業はよっぽどの理由が無ければ取る選択は考えられない＞という方が、
＜やむを得ない場合は男性の育児休業も悪く無さそうだと考えるようになった。＞
という意見があった。男性の育児休業促進への一歩、へ近づく、うれしい意見！

その方は同時に
＜ただし、その男性が抜ける穴をどう埋めるのかという事業部の社員、
職制にとって悩ましいところに焦点を当てた方が良い研修になったと思う。＞
という今後へのご意見もくださいました、

今後の課題提示までもいただけたことも成果になった。

②事業の効果（成果） 自主制作の
オンラインコンテンツの活用

身近な世代、当事者性のある講師



• 社会課題の解決に取り組む現場型NPOとして、予防的に企業へアプローチする理想の形
を実現できた

• このプラットフォームが、多様な主体が参加できる場であったことで、私たちのプログラム
を⾒つけていただけたことがとてもありがたかった

• 改善したいこと︓プログラム⾃体として団体の中での改善点はもちろんあります。
（進⾏・ファシリテーションの⽅法や、素材の在り⽅など）、

• ただ、この指とまれプロジェクト⾃体の在り⽅としては、感謝でいっぱいです。
• ご担当の⽅々にもこの場を借りてお礼申し上げます。

③事業全体の感想

ご相談
お声がけ
お待ちして
おります


